
 

 

 

 

 

 

                                                                         

 

 

 

 

畠山重忠公の史跡と旭区の名所を廻る 

③④⑥⑦⑧畠山重忠公（１１６４年～１２０５年） 

・智仁勇に優れた鎌倉時代初期の武将で、力持ち、誠実、

清廉潔白、音楽も嗜む、鎌倉武士の鑑と尊敬された。 

・桓武平家の流れを汲む秩父一族の嫡男として、 

 武蔵国畠山（現・埼玉県深谷市）で生まれた。 

・源頼朝に従って、平家追討や奥州平定で活躍し、 

 鎌倉幕府の樹立・確立に大きく貢献した。 

・将軍家に忠誠を誓う有力御家人で、 

源頼朝が最も信頼した重臣であった。 

・しかし、幕府の実権を狙う執権北条時政に悪まれ、 

 謀反の疑いをかけられた。 

・１２０５年６月２２日、「鎌倉で軍兵の蜂起がある」と

の報を受けて、１３４騎を率いて、鎌倉に向かう 

途中、二俣河に着き、鶴峯の麓に陣を敷いた。 

・重忠は、北条方数万の大軍が待伏せしていることを 

 知るが「ここで引返すと謀反を企んでいたと疑われる」 

 と勇敢に戦い、矢に当たり討ち死。享年４２歳。 

・二男重秀ら一族郎党が全員戦死した。 

①②⑤⑬⑭帷子川（かたびらがわ）  

・若葉台等に源を発し、横浜港に達する全長１７Ｋｍの川。 

・かつては氾濫を繰返す「暴れ川」だったので、治水のための河川改修事業が行われた。 

・河川ルートの直線化、深くする、護岸工事が行われ、鶴ケ峰付近は昭和６３年に完成。 

・更に、台風・集中豪雨など大量増水時の対策として、平成９年に「分水路」が完成。 

①⑨水道道＝横浜近代水道 

・明治２０年、日本初めての近代水道が横浜で開設された。 

・横浜開港場は、飲料用水が不足し、コレラ等の疫病対策が重要課題であった。 

 また、消火用の水を確保するためにも、近代水道の敷設が喫緊の課題となった。 

・そこで、明治政府は、イギリス工兵中佐パーマーに計画立案と工事監督を委嘱。 

・パーマーは、道志川が相模川に合流する三井（みい）から野毛浄水場までの４４Ｋｍに 

 トロッコで鋳鉄管を運搬し埋設、２年５カ月で横浜水道を敷設した。 

・その後、人口増に対応して、川井浄水場、西谷浄水場などが新設された。 

・太平洋戦争後の人口増加に対応して、川井浄水場から鶴ケ峰浄水場に至る７Ｋｍに、 

大貫谷戸・梅田谷戸・鶴ケ峰の３つの水道橋を経由する補助ルートを完成させた。 

⑫八王子往還（現・国道１６号線） 

・甲州街道八王子と東海道芝生を結ぶ約４０Ｋｍの古道。 

・甲州、武州、多摩の各地では、古くから養蚕が盛んで、 

八王子は生糸の集散地になっていた。 

・横浜開港（１８５９年）以降、生糸が輸出品の最大品目に 

なったため、生糸が八王子からこの道で横浜港に運ばれた 

ことから、「絹の道＝シルクロード」と呼ばれた。 

・白根村の八王子往還は、帷子川に面した崖地にあったため、 

 道や橋が度々流失したり、長雨や雪降りの時は、人馬が 

 滑って骨折したり、時には死ぬ人もいた。 

 そこで、江戸の商人が、亡母の３３回忌の供養のため、 

 道と丸太橋３カ所を改修整備し、改修記念碑を立てた。 

④畠山重忠公碑 

・昭和５０年、重忠公の出身地の埼玉県川本町（現・深谷市 

 川本町）と鶴ケ峰の有志が建立した。 

⑤飛び地 

・かつての帷子川の河川ルートが町内の境界になっている。 

 帷子川の河川ルートが変更されたので、町の境が入組んだ。 

⑥矢 畑 

・畠山重忠と北条の大軍との合戦場。 

・包囲した北条勢の大軍が放った矢が地面に突刺さり、 

 まるで「矢の畑」のようになったと云う。 

⑦薬王寺・六ツ塚 

・畠山重忠の郎党１３４騎が埋葬された６つの土饅頭があり、 

 「六ツ塚」と呼ばれた。 

・昭和の初め、畠山重忠の霊廟を立てようという運動が起こり、 

 かつて今宿南町にあって明治期末に焼失した薬王寺が、 

ここに建替えられ、その隣に霊堂が建てられた。 

・現在、本堂の２階が畠山重忠の霊堂になっていて、 

 重忠の金箔の霊位が納められている。 

・毎年６月２２日、重忠の慰霊祭が行われ、多くの人が参列する。 

⑧駕籠塚 

・合戦の直後、畠山重忠の内室「菊の前」がここに駆付けたが、 

 重忠が既に討ち死にしたことを知り、悲しみのあまり、 

自害して、駕籠のまま葬られたと云う。 

⑭帷子川親水緑道 

・帷子川の旧河川ルートを活用した親水公園。 

・「広場」「せせらぎ」「池と庭園」の３つのゾーンがあって、 

 散策が楽しめる、自然豊かな緑道空間になっている。 

①鎧 橋 

・かつて水道道が帷子川を越えていた。 

②鎧の渡し 

・鎌倉時代、帷子川を越す橋が無いため 

 武士たちは鎧を濡らさないよう、 

 頭の上にかざして川を渡ったと云う。 

③首洗いの井戸 

・討ち死にした畠山重忠の首は、河原の

穴から湧出る清水で清められた。 

鎌倉古道・中の道 

・源頼朝が御家人たちの領地と鎌倉とを

結ぶ「いざ鎌倉！」の道を新設した。 

 他に、上の道と下の道があった。 
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⑪白根公園（白根不動尊と白根神社が共存する＝神仏習合） 

・八幡太郎義家が東北平定を感謝して不動堂を建立。その後、 

兵火によって全焼。江戸時代、畑の中から不動明王坐像が出土、

浄土宗の寺が建立。明治時代になって、神仏分離令により 

寺は廃止、新たに白根神社が置かれた。 

・出征する防人が妻に贈った和歌が刻まれた万葉歌碑、 

市内最大級の白糸の滝、修行者や山伏などが修行した行者の滝

などがある。 
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